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バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
楽
し
み

今
後
の
取
り
組
み
語
る
中央支部中央支部

青年部連載青年部連載
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６
月
28
日
に
元
町
駅

に
あ
る
Ｓ
Ｏ
Ｒ
Ａ
Ｓ
Ｉ

Ｔ
Ａ
に
て
、
青
年
部
総

会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
本
部
の
方
や

支
部
役
員
の
方
々
に
も

参
加
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
総
会
後
は
、
ビ

ル
の
屋
上
で
バ
ー
ベ
ー

キ
ュ
ー
を
し
な
が
ら
、

青
年
部
の
今
後
の
取
り

組
み
な
ど
、
色
々
と
意

見
を
い
た
だ
く
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
途
中
、

雨
が
降
る
な
ど
の
ア
ク

シ
デ
ン
ト
が
あ
り
な
が

ら
も
、
満
足
し
た
一
日

を
過
ご
せ
ま
し
た
。

親子で仲良く
ものづくり
木工教室 姫路支部姫路支部

　

姫
路
支
部
青
年
部

は
、
７
月
21
日
に
姫
路

市
立
城
北
小
学
校
に
て

奉
仕
活
動
と
し
て
「
親

子
木
工
教
室
」
を
参
加

　

暑
い
け
ど
毎
日
が

ん
ば
っ
て
い
ま
す
。

�

宍
粟
・
栗
間
大
地

　

暑
さ
に
負
け
ず
毎

日
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を

が
ん
ば
っ
て
い
ま

す
。

�

中
央
・
奥
平
　
妙

　

体
力
・
気
力
・
根

性
で
夏
を
乗
り
切
り

ま
し
ょ
う
。

�

姫
路
・
髙
島
　
康
治

　

暑
く
な
り
外
出
す

る
こ
と
が
少
な
く
な

り
、
ヨ
ガ
で
も
始
め

よ
う
か
と
思
っ
て
い

ま
す
。

�

北
・
藤
井
美
枝

　

毎
日
ほ
ん
と
に
暑

い
で
す
が
、
子
ど
も

た
ち
の
笑
顔
が
何
よ

り
も
活
力
で
す
。

�

網
干
・
武
田
成
大

　

看
板
の
仕
事
を
自

営
で
始
め
て
35
年
が

過
ぎ
ま
し
た
。
体
に

ガ
タ
が
き
て
い
ま
す

　

ミ
ャ
ン
マ
ー
か
ら

来
ま
し
た
。
が
ん
ば

っ
て
い
ま
す
。

�

姫
路
・
ア
ラ
ウ
ン

　

毎
日
梅
干
し
を
食

べ
て
暑
い
夏
を
乗
り

切
り
ま
す
。

�

加
西
・
別
所
　
豊

　

つ
い
に
梅
雨
明

け
。
熱
中
症
対
策
気

を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

�

加
西
・
富
永
千
秋

　

梅
雨
も
明
け
て
暑

さ
が
ま
す
ま
す
厳
し

く
な
り
ま
す
が
、
気

を
引
き
締
め
て
乗
り

き
り
ま
し
ょ
う
。

�

姫
路
・
田
中
国
史

が
、
体
が
動
く
か
ぎ

り
、
ボ
チ
ボ
チ
が
ん

ば
り
た
い
と
思
い
ま

す
。
組
合
は
と
て
も

支
え
に
な
っ
て
お
り

ま
す
。

�

上
郡
・
原
田
寿
美

　

パ
リ
五
輪
。
こ
の

前
東
京
で
五
輪
が
お

こ
な
わ
れ
た
よ
う
な

気
が
す
る
。
加
齢
が

加
速
し
て
い
る
。

�

加
印
・
柿
本
昭
英

　

毎
日
朝
か
ら
暑
い

で
す
ね
。
会
社
勤
め

の
妻
は
「
通
勤
す
る

だ
け
で
汗
だ
く
に
な

る
」
と
文
句
を
い
っ

て
い
ま
す
。

�

姫
路
・
千
足
　
裕

　

こ
の
暑
さ
何
を
す

る
の
も
大
変
。
ダ
ン

ナ
さ
ん
も
も
う
引
退

を
考
え
て
い
ま
す
。

�

北
・
住
野
敬
子

　

青
年
部
員
の
仲

間
を
増
や
す
た
め

に
こ
れ
か
ら
も
積

極
的
な
宣
伝
活
動

や
レ
ク
リ
エ
ー
シ

ョ
ン
を
お
こ
な
っ

て
い
き
ま
す
。

　

酷
暑
が
続
き
ま

す
が
、
皆
さ
ま
も

体
調
に
は
十
分
に

注
意
し
、
最
高
の

夏
を
過
ご
し
て
く
だ
さ

い
。

　

青
年
部
長

�

谷
口
大
介　

記

者
25
組
60
人
と
組
合
員

11
人
で
開
催
し
ま
し

た
。
は
じ
め
は
何
を
作

っ
た
ら
良
い
の
か
、
大

き
さ
や
作
り
方
な
ど
近

く
に
い
る
大
工
さ
ん
を

は
じ
め
組
合
員
さ
ん
と

も
た
く
さ
ん
話
を
さ
れ

て
い
ま
し
た
。

　

時
間
を
か
け
て
一
つ

の
も
の
を
親
子
で
よ
く

話
し
合
っ
て
、
製
作
が

進
み
、
完
成
さ
れ
た
方

は
達
成
感
に
満
ち
て
い

ま
し
た
。

　

参
加
者
の
皆
さ
ま
か

ら
、
た
く
さ
ん
の
感
謝

の
こ
と
ば
を
い
た
だ

き
、
ケ
ガ
な
く
閉
会
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　

地
元
の
方
々
に
組
合

や
青
年
部
の
こ
と
を
知

っ
て
い
た
だ
く
良
い
活

動
を
今
後
も
継
続
で
き

る
よ
う
に
が
ん
ば
っ
て

い
き
た
い
で
す
。

　

青
年
部
長

�

加
茂
幹
之　

記

講
習
内
容

　

実
践
的
な
建
設
業
簿

記
（
基
礎
的
な
建
設
業

原
価
計
算
を
含
む
）
の

記
帳
や
決
算
な
ど
。
建

設
業
経
理
事
務
士
試
験

３
級
の
対
策
講
座
で
す
。

日
程　

10
月
16
日（
水
）

か
ら
令
和
７
年
３
月
５

日
（
水
）
ま
で

週
１
回
水
曜
日

時
間　

午
後
１
時
か
ら

５
時
（
４
時
間
）

会
場　

姫
路
労
働
会
館

（
２
月
以
降
会
場
は
未

定
）

※�

満
車
の
場
合
は
周
辺

の
駐
車
場
を
利
用
し

て
く
だ
さ
い
。

受
講
料

　

３
万
５
０
０
０
円

申
込
締
切

　

９
月
30
日
（
月
）

申
込
方
法　

支
部
事
務

所
に
申
込
書
が
あ
り
ま

す
。
受
講
料
を
添
え
て

お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

　

姫
路
支
部
学
院
担
当

（
０
７
９
・
２
９
５
・

２
３
３
３
）

建
設
業
簿
記
講
習
会（
３
級
）

姫
路
建
築
技
能
専
門
学
院

講
習
内
容

赤
の
大
津
磨
き

日
　
時

９
月
28
日
（
土
）、
29

日
（
日
）

会
　
場

兵
庫
県
立
も
の
づ
く
り

大
学

受
講
料

�

１
万
２
０
０
０
円

�

（
組
合
員
）

　
　

１
万
７
０
０
０
円

�

（
組
合
員
外
）

締
　
切

９
月
13
日
（
金
）

問
い
合
わ
せ

本
部
住
技
対
部
（
０
７

８
・
５
７
６
・
６
７
２

１
）

左
官
講
習
会

開
催
の
お
知
ら
せ

講
習
内
容

　

実
践
的
な
建
設
業
簿

記
（
基
礎
的
な
建
設
業

原
価
計
算
を
含
む
）
の

記
帳
や
決
算
な
ど
。
建

設
業
経
理
事
務
士
試
験

３
級
の
対
策
講
座
で
す
。

日
程

　

10
月
下
旬
か
ら
令
和

７
年
３
月
上
旬
ま
で

原
則
週
２
回（
月
・
木
）

時
間　

午
前
10
時
か
ら

12
時
（
２
時
間
）

会
場　

兵
庫
土
建
本
部

受
講
料
　
４
万
円

申
込
締
切

　

10
月
18
日
（
金
）

申
込
方
法　

支
部
事
務

所
に
申
込
書
が
あ
り
ま

す
。
受
講
料
を
添
え
て

お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

　

神
戸
学
院
担
当
（
０

７
８
・
５
７
６
・
６
７

２
１
）

建
設
業
簿
記
講
習
会（
３
級
）

神
戸
建
築
技
能
専
門
学
院

　

学
校
厚
生
会
や
全
労

済
な
ど
と
提
携
し
、
宣

伝
活
動
を
お
こ
な
っ
た

り
仕
事
に
役
立
つ
研
修

会
を
年
に
数
回
開
催
し

て
い
ま
す
。
自
社
の
宣

伝
や
業
者
間
の
交
流
等

に
活
用
い
た
だ
け
ま
す
。

募
集
対
象
組
合
員

・�

建
設
業
法
（
建
設
一

式
工
事
業
、
専
門
工

事
）
許
可
を
有
す
る

組
合
員

会
費

　

年
会
費
５
０
０
０
円

（
※
神
戸
地
区
は
限
定

宣
伝
費
と
し
て
別
途
１

万
５
０
０
０
円
必
要
）

問
い
合
わ
せ

　

本
部　

住
技
対
部

（
０
７
８
・
５
７
６
・

６
７
２
１
）

兵
庫
建
連
住
宅
セ
ン
タ
ー

会
員
募
集

他支部の機関紙で
レイアウトを学ぶ
支部教宣学習会

レイアウトに悪戦苦闘

高砂支部高砂支部

　

【
高
砂
支
部
・
増
田
真

吾
通
信
員
】
６
月
20
日
に

高
砂
市
文
化
会
館
保
健
セ

ン
タ
ー
に
て
、
支
部
幹
事

９
人
の
参
加
で
支
部
教
宣

学
習
会
を
お
こ
な
い
ま
し

た
。

　

講
師
は
、
本
部
の
横
山

さ
ん
に
お
願
い
し
て
今
回

は
主
に
レ
イ
ア
ウ
ト
に
つ

い
て
学
習
し
ま
し
た
。

　

実
際
に
他
支
部
で
発
行

し
て
い
る
機
関
紙
を
み
な

が
ら
、
良
い
点
や
悪
い
点

な
ど
を
解
説
し
て
い
た
だ

き
大
変
分
か
り
や
す
か
っ

た
で
す
。

　

ま
た
写
真
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の

著
作
権
に
つ
い
て
も
学

び
、
こ
れ
か
ら
注
意
し
て

い
く
こ
と
を
確
認
し
ま
し

た
。

　

実
務
学
習
で
は
、
全
国

紙
を
切
り
貼
り
し
て
、
自

分
た
ち
で
考
え
て
レ
イ
ア

ウ
ト
を
作
成
し
ま
し
た
。

　

楽
し
く
学
習
で
き
今
後

の
機
関
紙
作
り
の
参
考
と

な
り
ま
し
た
。

　

兵
庫
支
部
で
は
、
６
月

８
日
に
第
51
回
神
戸
ま
つ

り
「
は
っ
ぴ
い
ひ
ろ
ば
」

に
て
木
工
教
室
と
住
宅
相

談
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

場
所
は
湊
川
公
園
の
兵

庫
区
役
所
南
側
で
す
。

　

支
部
住
技
対
部
員
は
、

朝
８
時
に
支
部
事
務
所
に

集
合
し
、
２
台
の
車
で
荷

物
を
運
搬
、
手
分
け
し
て

準
備
し
て
い
き
ま
し
た
。

兵庫支部兵庫支部

丸
太
切
り
の
ペ
ン
ダ
ン
ト

子
ど
も
た
ち
大
喜
び住

宅
デ
ー

　

11
時
か
ら
開
催
し
、
た

く
さ
ん
の
来
場
者
が
来
て

く
れ
ま
し
た
。

　

丸
太
切
り
体
験
で
は
、

切
っ
た
丸
太
に
シ
ー
ル
を

貼
っ
て
ペ
ン
ダ
ン
ト
に
し

た
と
こ
ろ
、
子
ど
も
た
ち

は
大
喜
び
で
し
た
。

　

ま
た
ス
ラ
イ
ド
本
棚
、

木
工
イ
ス
も

大
盛
況
で
し

た
。

　

売
り
上
げ

金
の
一
部

は
、
能
登
半

島
地
震
支
援

金
に
募
金
し

ま
し
た
。

　

住
宅
相
談

は
５
件
相
談

が
あ
り
、
う

　

兵
庫
支
部

�

　

加
賀
田
文
雄　

記

ち
１
件
は
仕
事
に
つ
な
が

り
そ
う
で
す
。

大好評の木工教室


